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平成 28年度第 5回指定管理者選定審査会会議録(概要) 

1.開催日時 

2.開催場所 

3.出席者 

(委員) 

 (施設担当課) 

(事務局) 

(申請団体) 

4.傍聴者 

5.議題 

 

 

 

6.配布資料 

7.議事 

平成 28年 10月 3日(月) 午後 1時 30分から午後 3時 45分 

白井市役所 4階 会議室 1 

13名 

岡東会長 松山副会長 山﨑委員 中村委員 水島委員 伊藤委員 

生涯学習課 鈴木課長 渡邉主任主事  

行政経営改革課 笠井課長 高山主査 元田主査補 

株式会社 協栄 千葉支店 3名 

0名（審査のため非公開） 

（１）白井市民プール指定管理者の候補者の選定について 

（２）学習等供用施設指定管理者の候補者の選定結果（答申案）の

決定について 

（３）今後のスケジュールについて 

第 5回指定管理者選定審査会資料 

以下のとおり 

事務連絡 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

定刻より少し早いですが、皆様お揃いのようですので、平成 28 年

度第 5回の白井市指定管理者選定審査会を開会させていただきます。 

 では、開会に当たりまして、会長からご挨拶をお願いいたします。 

 

 どうも皆様、こんにちは。今回で 5回目の審査会になります。 

 本日の議題は 1番が、市民プール指定管理者の候補者の選定。 

 2 番目が、先般議論しました、学習等共用施設指定管理者の候補者

の選定結果の（答申案）についての決定。 

 それから 3番目が、指定管理者選定審査会からの提言に加える内容

についてということで、これは皆様のご意見をお聞きした上でどうす

るべきか、そういうことを議論したいと思います。 

 それでは、準備が整いましたら、どうぞ始めてください。よろしく

お願いします。 

 

 ありがとうございました。 

 では、議題 1から進めさせていただきます。 

 議題 1 白井市民プール指定管理者の候補者の選定についてという

ことで、ご説明させていただきます。 

 審査方法については、諮問（写）のとおり、白井市民プールの指定

管理者の候補者の選定に当たり、第 1次審査、第 2次審査、総合審査

をまとめてプレゼンテーション審査として行います。 

また後ほどご説明させていただきますが、今回は、公募に対して、
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生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

1 団体の応募でしたので、プレゼンテーション審査ということで行わ

せていただくことになります。 

従来と同じような形で、まず指定管理者からのプレゼンテーション

を行っていただいて、その後、皆様のほうで質疑応答を行って、審査

を行っていただくということになります。 

 お手元の審査票をごらんください。 

 こちらについては、全部で 17 の審査項目がございます。そのうち

15の審査項目がサービス等の評価点数で、二つの審査項目が価格評価

点数ということになっております。 

 配点については、サービス等の評価点数については 15 項目ありま

して、10点の項目が 14項目、5点の項目が 1項目となっております。

5 点の項目については、（9）2 ページ目になりますけれども、類似施

設の管理運営実績ということが、こちら 5点になっていますのでお気

をつけください。 

 それと、従来のところと少し違っているのが、（10）と（11）にな

りますが、管理運営体制について、職員の配置と、職員等の研修とあ

りますが、こちらについては、従来 1項目だったのですが、安全な管

理が求められる施設ということになりますので、別々の項目にしてい

るということになっているところです。以上、説明をさせていただき

ました。 

 続きまして、こちらの指定管理者の市民プールの募集について、担

当課長から説明をお願いいたします。 

 

 よろしくお願いいたします。 

 

 前回に引き続き、生涯学習課長が説明いたします。 

 

 3 年間管理しておられてどのようであったかどうか、その辺のこと

についてもご意見を加えておっしゃってください。 

 

 はい、わかりました。 

 それでは、市民プールの施設の概要及び応募状況、それから応募団

体の資格審査に関しまして、説明をさせていただきます。 

 まず、市民プールの概要でございますが、市民プールは、市民のス

ポーツ及びレクリエーションの振興と体力づくりの推進を図り、もっ

て健康で明るい市民生活の向上を資することを目的に、平成 3年度に

白井市の神々廻の緑あふれる自然環境に恵まれた地域に設置をされ

ております。 
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 プール施設といたしましては、25ｍプール、それから幼児プール、

1 周 150ｍの流水プール、それにウォータースライダーが 2 基整備を

されております。レクリエーション型のプールとなってございます。

また管理施設といたしましては、管理棟、控室、休憩所などの建物が

設置をされております。管理地全体といたしまして、面積は約 1 万

6,000平方メートルとなっております。 

 それから、市民プールの管理運営については、こちらは、監視業務

等の安全管理の面などで、専門性を必要とするような施設でございま

すので、平成 3年度の開設以来、こちら民間事業者に業務委託をして、

これまできているところでございます。それで平成 18 年度から、指

定管理者制度に移行をしております。今回、指定管理者が管理運営す

る施設につきましては、これまでと同様にプールの施設等を含めた管

理地全体を管理運営するものでございます。今回、施設の管理の運営

の基本方針でございますけれども、指定管理者は、利用者の安全、快

適な利用を確保し、利用者には誠実、公正かつ親切なサービスの提供

を行うとともに、施設の効用を最大限に発揮し、利用者の増大を図り

ながら、経費等の縮減を図り、効率的な管理運営を行うものとしてお

ります。 

 それから次に、募集及び選定スケジュールの関係でございますけれ

ども、こちら 8 月の 15 日から募集要項等を配付いたしまして、申請

者受付を 9月 15日まで行っております。 

その結果、株式会社協栄千葉支店 1団体からの応募がございました

ので、審査をここでお願いするものでございます。この後、審査会の

答申をいただいた後には、この候補者を決定いたしまして、本年 12

月の市議会定例会に指定管理者の指定議案及び補正予算を上程する

など所要の手続きを行うものでございます。 

 次に、応募団体の資格審査の確認についてですけれども、応募者の

資格につきましては、募集要項に示している要件を満たしており、応

募者の制限事項につきましても、募集要項において示している項目の

該当がございませんでしたので、応募資格に関しても問題はございま

せん。 

 提出書類でございますが、募集要項で示しました申請書、収支報告

書などの提出書類につきましては、全て整っております。なお、提出

された申請書でございますが、本来は、全部の資料にページを振るこ

ととなっています。しかしながら、提出された資料には、ページが一

部しか打ってございませんでしたけれども、資料に見出しがつけら

れ、明確にわかりやすく整理されておりましたので、全資料を通して

のページがされていないことにつきましては、了承をいたしていると
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ころでございます。 

 今回応募している株式会社協栄でございますけれども、先ほど平成

3 年度から、業務の委託を市で行ってきておりますけれども、一時、

他の事業者が業務受託をしたことがありますけれども、これまで前回

の 3年間もそうなのですけれども、協栄株式会社が、プールの業務の

運営をしていただいているところございます。 

今、お話のありました、この 3年間につきまして、特に大きな問題等

はございません。施設内容もしっかり把握をされて、管理運営をして

いただいているというところでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

 どうもありがとうございます。今のご説明に委員の方で何かご意見

ございますか。特にありませんか。 

 では、どうもありがとうございました。 

 

 ありがとうございました。 

 団体を呼んでまいりますので、少々お待ちいただけますでしょう

か。 

 

 はい、よろしくお願いします。 

 

（中断 申請団体入場） 

 

 では、これからプレゼンテーション審査を行わせていただきます。 

 申請書類に基づき、プレゼンテーション審査及び質疑に基づいて審

査を行います。申請団体のプレゼンテーションは、30分以内で行って

ください。25 分、30 分が経過した時点で、事務局がベルを鳴らしま

す。2回目の 30分のベルが鳴りましたら、プレゼンテーション審査を

終了してください。プレゼンテーションは必ず、団体の概要、事業計

画書、様式 2になりますけれども、その後に様式 3の収支計算書の順

に説明を行ってください。プレゼンテーション審査における評価は、

事業計画書、収支計算書ごとに行います。よって、事業計画書から逸

脱したプレゼンテーションを行った場合は、適正な審査ができなくな

りますので、ご注意ください。 

 質疑については、委員から、申請書類、プレゼンテーションの内容

について質疑を行いますので、申請団体が応答してください。質疑は

一問一答で行いますので、簡潔明瞭にしてください。質疑は、プレゼ

ンテーション審査を開始してから 60 分が経過した時点、または、委
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員からの質疑が終了した時点で終了します。 

 では、会長お願いします。 

 

 どうぞよろしくお願いいたします。どうぞ座ってください。 

お名前を教えていただけますか。 

 

 このたびは、プレゼンテーションの機会をいただき、誠にありがと

うございます。 

 済みません、座らせていただきます。 

 

 はい、どうぞ。 

 

 最初に、参加者の紹介をさせていただきます。 

 私は、協栄千葉支店、支店長の○○です。 

 向かって右側が、千葉支店業務課課長の○○です。 

 

 ○○です。よろしくお願いします。 

 

 ○○は、白井市民プール指定管理者の前統括責任者です。 

 向かって左側が、千葉支店業務課主任並びに、現在の白井市民プー

ル指定管理者、統括責任者の○○です。 

 

 ○○です。よろしくお願いいたします。 

 

 よろしくお願いします。 

 

 ○○は、救助、救護に関する資格はもとより、プール衛生管理、防

犯、防災、警備及び建物管理、食品衛生等、業務に必要な資格を多数

持つベテラン社員です。指定をいただきました際には、引き続き統括

責任者として予定しています。 

 それでは私より、提出いたしました提案書について説明させていた

だきます。 

 このまま済みませんが、座らせていただきます。 

 

 はい、どうぞ。 

 

 事業計画をごらんください。 

 最初のページ様式 2、団体の概要について。応募団体名は、株式会
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社協栄千葉支店です。所在地は、隣接の鎌ケ谷市新鎌ケ谷。本社は、

東京都中央区日本橋です。会社設立は、昭和 39 年 5 月。千葉支店開

設は、昭和 55 年 4 月となります。主な事業内容は、記載のとおり指

定管理者事業を初め、幅広い事業について、関東を中心に静岡、九州

でも展開しております。 

 事業計画書 1ページをごらんください。 

 1-1、管理運営の基本方針について。当社の企業理念のもと、スタ

ッフが五つの共通の心構えを持って管理運営していることで、当社の

スローガンである、安心も快適も感動も実感できる施設を実現してい

きます。そのためには、大きな事故もなく管理運営してきた、その長

年の経験で得たノウハウを活かし、利用者の視点での管理運営と市の

六つの管理運営の基本方針を根幹として、そのことに確実に取り組

み、施設の設置目的を実現していきます。 

 2ページをごらんください 

 1-2、市民サービスの向上方法について。認証取得の ISO9001 の仕

組みを利用し、人、もののサービスの品質を維持、向上させていきま

す。業務における具体的な取り組みとして、現在まで行ってきた無線

機の活用。定期的な場内放送、備品の無料貸し出しのほか、提案書下

段並びにスライドをごらんください。新たな取り組みとして、三つの

取り組みを行います。一つ目は、親子で楽しく水遊びをしていただく

ために、幼児プールに水中ブロックを設置します。二つ目は、スライ

ダーの利用には身長制限があるため、利用のたびに身長チェックを行

っていましたが、リストパスをつけることにより、その手間が省け、

利用者のストレスもなくなります。さらに三つ目として、アンケート

で要望が多い、日よけ場所の増設について、プールサイドの一部に日

よけエリアを新設し、利用者の要望に答えていきます。 

 3ページをごらんください。 

 1-3、利用者ニーズの把握方法とその対応について。利用者ニーズ

を把握するために、アンケートボックスの設置。直接の声や電話での

ご意見、ご要望も記録。市担当からの顧客満足度調査により、多くの

ニーズを収集していきます。そこでいただいたご意見、ご要望は、サ

ービス向上のヒント並びに近道として、また苦情については、状況や

事実をきちんと確認し、その原因を分析していきます。確認及び分析

した結果、安全性や平等性に関することは、最善の方策で迅速に対応

し、時間がかかる場合や対応できない場合には、その事由をきちんと

説明し、クレームへの発展を防止していきます。その情報をスタッフ

で共有することも、サービスを向上させていく上で重要となっていき

ます。 
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 続きまして、4ページをごらんください。 

 2、施設の効用及び効率的な運営について。 

 2-1、自主事業の計画。4種の自主事業を計画し実施していきます。

一つ目は、飲食と物品の売店運営です。飲食販売は食品衛生法を遵守

し、安全な食品を提供していきます。3 年間の平均シーズン合計で○

万円あり、まさに自主事業の目玉となっています。物品の販売は、浮

き具、水泳用品等を販売し利便性を高めます。シーズン合計の平均売

り上げは、○万円となっています。二つ目は、ジュース、アイス、お

菓子の自動販売機を計○台設置し利便性を高めます。 

平均売り上げ手数料は、シーズン合計で○万円となっています。提

案書下段、並びにスライドをごらんください。三つ目は、市民サービ

スの一環として、無料の水泳教室などを開催していきます。四つ目は、

バブルボール、七夕祭り、なし坊ぬりえ大会などイベントの開催によ

り、地域のコミュニティの場として効用を図ります。 

 5ページをごらんください。 

 2-2、緊急時の対応等について。緊急事態発生時のフローのとおり、

統括責任者の指示のもと、現場スタッフが適切な対応と関係機関へ連

絡、報告を行います。また、協栄千葉支店本社のバックアップ体制を

整え対応をしていきます。災害発生時の対応は、中段の対応一覧表の

とおり、想定する災害に対し適正な対応をしていきます。さらに、賠

償保険を初めとした各種保険に加入し、さまざまなリスクにも対応し

ていきます。加入保険、補償内容は、下段の一覧表をごらんください。 

 6ページをごらんください。 

 2-3、利用促進方法について。情報の発信、回数券の販売、無料招

待券の配布、随時受付型の無料イベント・教室の開催、開放期間・時

間の延長を継続していきます。新たな取り組みとして提案いたしまし

た。 

 7ページをごらんください。 

 2-4、管理運営経費の削減方法について。長年のデータを基に、入

場者数等の状況を予測し、適正な人員配置と飲食品の数量管理を行

い、無駄をなくすことで人件費、食材費、光熱水費等を削減していき

ます。複数の業務ができるスタッフの育成と、研修や経験を積むこと

によるスキルアップをすることで効率化し、人件費、募集費等を削減

していきます。修繕は地元企業にも発注していますが、バランスをは

かりながら自社処理することで、修繕費、外注費等を削減していきま

す。修繕の例として中段の表をごらんください。スタッフのこまめな

巡回により、水の出しっぱなし、電気のつけっぱなしがないか点検し、

光熱水費の無駄をなくしていきます。紹介制度を導入し、募集費を削
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減していきます。またスタッフは近隣住民が多いことから、自然と地

域雇用の促進にもつながります。今年度は、44名の紹介がありました。

新しい施設でないことから、設備機器には微妙なくせもあり、長年の

経験からそのくせを理解した職人技により、水や薬品等の使用量の無

駄をなくし、光熱水費、消耗品費等を削減していきます。 

 8ページをごらんください。 

 2-5、利用料金の額について。利用料金区分については上段表のと

おり、条例上限よりも少し下げた現在の利用料金と同額で設定しまし

た。また利用料金の端数を 50円、100円単位とすることで券売窓口で

の作業もスムーズにでき、入場待ちの列の流れも良くなると同時に、

釣銭間違いもなくなります。6ページ利用促進方法でも述べましたが、

下段表のとおり、引き続き 7枚綴りの回数券を 6回の利用料金で販売

をしていきます。 

 続きまして、9ページをごらんください。 

 安定した管理運営について。3-1-1、類似施設の管理運営実績につ

いて。ごらんの表のとおり、白井市民プールを初め多くの管理運営実

績があります。10 ページをごらんください。3-1-2、白井市民プール

と同等以上の管理実績について。東京都大田区萩中公園プール、長崎

県大村市市民プールの指定管理者の実績があります。施設の規模につ

きましては、中段以下の表をご参照ください。 

 11ページをごらんください。 

 3-2-1、管理運営体制について職員配置の基本方針。職員配置の基

本方針は、安全で衛生的なプールを快適にご利用いただけるよう関係

法令を遵守し、必要な資格のあるスタッフを教育、訓練を受けたスタ

ッフの適切な人員配置により、事故の未然防止に努めていくことで

す。上段の管理体制図をごらんください。統括責任者が軸となり、市、

協力会社との連携、スタッフ管理、協栄千葉支店本社とのバックアッ

プ体制を整え管理運営をしていきます。職員の雇用の基本的な考え方

として、労働基準法を遵守するとともに、地域市民の雇用を推進して

いきます。過去 3年間の地域市民の雇用状況は、下段の表のとおり、

白井市民約 30％、近隣市民約 54％、合わせると 84％となっており、

地域市民の雇用に貢献できています。 

 12ページをごらんください。 

 3-2-2、職員配置。配置人数は上段表をごらんください。職種別に

区分し、基本配置人数、所属登録人数を記載しました。基本体制は、

各職種合計で 1 日 58 人の配置体制となります。配置する職員につい

ての業務内容、必要な資格等については下段の表をご参照ください。

管理運営に当たり、その職種に必要な資格者の確保と教育訓練を実施
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し、安全安心な施設を提供していきます。 

 13ページをごらんください。 

 3-2-2 の業務ごとの勤務シフト表、ローテーション。業務ごとの勤

務時間は上段表のとおりです。また下段表のとおり、統括責任者、副

統括責任者が休みの際の体制を整え対応をしていきます。業務ごとの

勤務シフト、ローテーションについては、下段の表をご参照ください。 

 14ページをごらんください。 

 3-3、職員等の研修計画について。中段表並びに下段写真及びスラ

イドをごらんください。就業前研修、業務別研修、就業中研修、訓練、

社会研修、資格取得に区分し、入社時、定期及び臨時の研修を行い安

全と衛生を確保するとともに、マンネリ化を防止していきます。 

 15ページをごらんください。 

 3-4、施設、設備の維持管理について。予防保全を基本とし、年間

の維持管理計画を立て、施設や設備の延命を図ります。日常点検と有

資格者及び専門業者による定期点検、法点検を実施します。当社設備

担当、メーカー、協力会社との連携、緊急連絡体制を整え、異常等の

発生時には迅速に対応します。過去 3年間の主な補修、修繕箇所につ

いては、中段の表をごらんください。維持管理の外部委託については、

専門性や特殊性のある設備については専門業者へ発注していきます。

また外部委託は、市内及び近隣業者へ優先的に発注していきます。主

な設備の外部委託については、下段の表をごらんください。 

 続きまして、16ページをごらんください。 

 4、関係法令の遵守について。4-1、個人情報保護について。関係法

令を遵守するとともに、認証取得のプライバシーマ-クを運用し、定

められた方針やルールに沿って個人情報を確実に保護しております。

入社時、定期、臨時教育により、プールにはどのような個人情報があ

り、どのようなリスク体制を行えば安全に取り扱えるのかをスタッフ

全員にきちんと理解させることで、個人情報を確実に保護していきま

す。また、万が一に備え、個人情報漏洩保険にも加入しています。保

障内容については、下段の表をご参照ください。 

 17ページをごらんください。 

 4-2、その他の関係法令について。市民プールの指定管理者として、

仕様書に定められた 14 の関係法令の遵守と、その法令等は改正事項

もあることから、定期的にチェックを行い新たな基準で対応していき

ます。その他の法令として、食品衛生法と建築基準法があります。食

品衛生法については、飲食物の販売に当たり食品衛生管理者を設置

し、その管理下のもと衛生面、管理面の徹底を図り、安全、安心な飲

食物を販売していきます。また、ウォータースライダーについては、
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建築基準法に沿って、開場前 6月に年 1回の法点検の実施と運行マニ

ュアルに沿って日常点検を実施し、安全な管理運営を行います。 

 続きまして、18ページをごらんください。 

 5、指定管理料について。各年度の収支及び指定管理料について。

平成 26年度から平成 28年度の過去 3年間の平均額をベースに、5年

間の収入は、天候と船橋市に新規オープンする大型レジャープールの

影響も懸念されますが、平均額と同額の○万円とし、支出は賃金のベ

ースアップを考慮し、5年間で○％アップした○万円と設定しました。

指定管理料については、収入から支出を引いた差額がプラスマイナス

ゼロ円となるよう設定し、1 億 2,265 万円となります。その総額を 5

年間均等に振り分け収支を立て、指定管理料は年額2,453万円となり、

市が設定した指定管理料見込み金額の上限より、5年間で 550万 5,000

円低くなっています。その指定管理料の支払いについては、下段表の

期間区分とおり、5月、8月、2月としています。 

 続きまして、19ページをごらんください。 

 6、その他の特記事項として、ISO14000 の認証取得と、ちばエネル

ギーエコ宣言事業所登録し、エコ商品の購入、省エネ等環境への配慮

に取り組んでいます。プール内外に○台の防犯カメラを設置し、セキ

ュリティーを強化しています。白井市民を初め近隣市民が多く従事し

ていることと、会社の拠点が近くにあることで、より地域に密着し愛

着を持っていることは、管理運営の要員にもプラスとなっていきま

す。収支は、その年の天候に左右されることから、過去 3年間の実績

をもとに収支を立て、指定管理料を設定しております。利益が出た場

合には、修繕費等へ還元させていただきます。最後の 5ページに指定

管理期間の業務計画書を添付しました。5 年間共通となりますが、実

施回数等は業務により異なります。 

 続きまして、収支計画について。 

 様式 3-1、収支計算書をごらんください。指定管理料の項目でも述

べましたとおり、過去 3年間の平均額をベースに平成 29年度から 33

年度の収入、支出、指定管理料の 5年間の合計金額をそれぞれ均等に

振り分け、各年同額で設定しています。収入については、利用料金は

○万円。自主事業の合計は○万円。その他の収入は○万円。収入の合

計は○万円となります。支出については、自主事業費の合計が○円。

管理費の合計が○円。支出の合計が○円となり、収入引く支出は、マ

イナス 2,453万円となります。指定管理料の算出に当たり、収入引く

支出をゼロと設定していることから、指定管理料は 2,453万円となり

ます。各内訳は、ごらんの収支計画書をご参照ください。また自主事

業の収支については、別紙 1。支出の管理費①、②人件費の内訳につ
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会長 

 

株式会社協栄 

 

いては、様式 3-2。⑪その他の内訳については、別紙 2 にそれぞれ内

訳を記載しています。 

 当社の財政状況について、順番が後先になりますが様式 3-4、損益

計算書の売上高及び 3項目括弧の利益率をごらんください。売り上げ

は下がり、各利益率とも低い数値となっています。これは売り上げに

ついて、勘定物件では入札等競争での受託が多く、物件を失うことも

あり、また民間物件については、現状維持もしくは値引きという厳し

い状況があります。その中で契約を維持していくために、原価ぎりぎ

りの金額で守っていくことが、どうしてもこのように売り上げが下が

り利益率も低くなります。 

 しかし、様式 3-3、貸借対照表②並びにスライドの資料をごらんく

ださい。長期借入金は 0円と固定資産も少なく、各比率とも高い比率

を維持しております。これは、健全な財務状況のほか、安定した経営

ができている証であり、指定管理期間中に財務状況の悪化により市に

ご迷惑をおかけするようなことはございません。安心してお任せくだ

さい。 

 結びとなりますが、当社は、長きにわたり白井市民プールの管理運

営をさせていただいております。その間、市民プールの業務に携わり、

その経験を通し一人前にさせていただいた社員は、当社の役員をはじ

め、社内各部署にたくさんおり、まさしく白井市民プールは協栄社内

に強く根差しています。社員同士で楽しく昔話をできるのも、今まで

大きな事故もなく運営できてきたからです。そして何よりも、プール

に来たときは水を怖がって泣いていた子供が、帰るときには家族で笑

いながら楽しそうに帰っていく様子や、「ありがとう、また来るね」

の一言に疲れを忘れさせていただいたと同時に、安全安心の重みを、

強く、強く実感してきました。今後も引き続き管理運営をさせていた

だき、施設の設置目的でもある、スポーツ及びレクリエーションの振

興と体力づくりの推進を図り、もって健康で明るい市民生活の向上に

資することへ、市とともに同じ目的に向かってご協力をさせていただ

きたく応募させていただきました。 

 以上、当社の提案となります。何とぞ、どうぞよろしくお願いしま

す。 

 ご清聴ありがとうございました。 

 

 ありがとうございました。 

 

 以上となります。 
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○○委員 

 わかりやすく説明していただいて、どうもありがとうございます。 

 それではこれから、審査委員から質問をさせていただきます。どう

ぞ委員、気がついた点から質問してください。 

 はい、どうぞ。 

 

 私も子供が小さいころは、よく子供たち 3人連れてプールに遊びに

行きましたけれども、すごくいいなと思ったのは、そのリストパスで

すね。子供はやっぱり何回もあそこを通るたびに身長を測んなきゃい

けないって、そのストレスがなくなるっていうのが、ものすごくいい

なと思ったのと、あと日よけエリアの増設でしたね。確かに大きな屋

根のあるところは、すぐ埋まってしまうのですよね。結局、幼児用の

ほうとか、座るところの日よけがなかったっていうことで、物すごく

いい話だなと思っているのですが、これは全て利用者からの要望に沿

って、こういうふうになったということですか。 

 

 はい、アンケートを取っているのですけれども、やはりその部分が

一番多いところでした。 

 

 一番多い。その水中ブロックと、あとバブルボールですか、それに

関しては、土日祝、夏休み期間はっていうことは、7 月の 1 日にオー

プンして夏休みに入るまでと、あと 9月ということで、その間は使え

ないということですね。 

 

 それは、夏休みと土日はどうしても混雑しますので、やりたくても

一定以上の方がいると、できませんので。 

 

 地域に根差した地域のコミュニティの場所となるようなイベント

を企画っていうふうにありましたけれども、具体的にはどういう企画

ですか。 

 

 ここに写真があるのですが、恒例でやっているのですが、まず七夕

の時期になりますと、プールの入口のところ置いてあるのですが、来

られる方に短冊にいろいろ思いを書いていただきまして、それをつけ

ていただいています。それと、白井のマスコットでなし坊のぬりえを

小さい子たちに持ち帰ってもらったりして、塗ってもらったりしてい

るということですね。 

 

 持ち帰ってもらったりしているのですね。 
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○○委員 

 

 

 

 

 

株式会社協栄 

 

 

 

 

株式会社協栄 

 

 

 

 

 

○○委員 

 

○○委員 
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 はい。 

 

 確かに、あそこでクレヨンなり色鉛筆を置いてあるスペースがない

かなと思ったのです。自動販売機○基の設置を予定していますが、今

のところ何台ですか。 

 

 今も○台です。 

 

 今も○台、そうですか。はい、わかりました。 

 

 はい、ありがとうございました。 

 

 よろしいですか。 

 この施設自体は、平成 3 年に出来たということで、もう 25 年もた

っていて相当老朽化されているのですけれども、その辺のところメン

テナンス等で何かお困りのところとか、苦労したとかそういうことが

あればお聞かせいただきたいと思います。 

 

 今年度もまた工事の予定になっているのですけれども、プール水の

循環の配管等が東日本大震災の後に、結構、配管に亀裂が入ったりと

かそういった関係で、水漏れがあったりするのですね。それで水の管

理のほうが大変です。 

 

 あとは、少し提案としても述べさせていただきたいのですが、やっ

ぱり微妙なくせがありまして、普通のマニュアルどおりにボタンを押

して、そのまま知らんふりは、できないような、やっぱり古くなって

くると。ベテランたちが微妙な調整をしないとできないところはあり

ます。 

 

 はい、ありがとうございました。 

 

 素晴らしい事業計画書で驚いているのですが、たった 1点だけ質問

があります。収支計画書があるのですが、実績表っていうのはないの

ですか。昨年のものですが。あまり変わってないですか。 

 

 平均値を出した根拠ですか。 
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 はい。それでもいいですよね。 

 

 この過去 3年というのは、ほとんど数字に大きな変動はなかったで

す。 

 

 そうですか。 

 

 ただ、どうしても天候に左右されますので、平成 25 年度は、もの

すごく異常によかったですね、天候面が。やはり、屋外施設で予測で

きないところがありますので、どうしても、指定管理料を 5年間割っ

てでないと難しいという。各年では出せません。 

 

 平均値を出すのね。 

 

 はい。 

 

 分かりました。 

 

 済みません、ありがとうございます。 

 

 1 点、今のパイプの件なのですけれども、以前レジオネラ菌ってい

う問題がありまして、その辺の検査はしているのですか。 

 

 はい。必須項目に載っていますので。 

 

 保険のほうですね、傷害保険は入ってないわけですね。 

 

 入ってないですね。 

 

 賠償保険が、こちらの要項のほうでは、1億とかなのですけれども、

なかなか高い金額で入っているのは何か、まあ必要なのかなとは思い

ますが、市が求める水準よりもかなり高い賠償額なのですが、コスト

の点からはどうかなと、思うのですけれども。 

 

 多いに越したことはないということで、やや高くなりますが、やは

り言葉は悪いですけれども、せこく考えれば、設定した上限でもいい

のでしょうけれども、やっぱり何があるかわかりませんので、どうし

ても高いものにうちは入る。安全をとるという考えです。 
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 それでは、私のほうから。定款を見ると事業の範囲が広いですよね。

何でもありって。それはそれでいいのだけれども、人材が果たしてそ

こにそういう形で対応できているのかな、あるいは齟齬はないのかな

って気がしました。 

もちろん、それまで実績があるから根拠が正しいってわけじゃない

のだけれども、一般の質問として受け止めていただきたいと思います

けれども。 

 

 我々の仕事は、大半が人件費です。ですので、どうしても事業をあ

まり広く手を広げてしまうと、今それよりも経費よりも人が集まらな

いという状況がありまして、仕事は取れたけれども、人が集まらない。

取りたいのだけれども、人が集まらないから諦めるというようなケー

スもあります。特に、白井市のプールはそうなっては、いないのです

が、警備業が適応されますとものすごくそういう現状が出てきており

ます。登記簿上は、いっぱい業務も載せておりますけれども、実際に

は、会社概要のほうに書いてあった建物の管理とか、イベントの運営

がメインです。白井では飲食業もやっておりますが、それは指定管理

の限られたところで、ほとんどが昔で言うビルメンテナンスというと

ころです。 

 

 もともと会社名がそうですよね。 

 

 そうです。 

 

 そうですか。それで今、○○さんの最初のほうの説明の中で減収に

なっていると。会社全体で減収ですか。 

 

 そうです。売り上げが減っています。 

 

 それで、競争とか値引きとかあると。負けるってどういう場合もあ

るのですか。 

 

 負けるっていうのは、要は入札の原価ギリギリで、やっぱり損して

はなかなかできないっていうのがありまして、時にはありますけれど

も、1 年辛抱しようとか。うちは 100 万円で入れたけれども、ある会

社は 90万円なので入札に負けてしまうと。 
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会長 

 

株式会社協栄 

 

株式会社協栄 

 

会長 

 

 

 

 

株式会社協栄 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

株式会社協栄 

 

会長 

 

株式会社協栄 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

株式会社協栄 

 

 

 

 それは、分析されてどうですか。 

 

 近年多くなってきているよね。 

 

 そうですね。 

 

 貴社が入札するというのが、もし、わかれば、ライバルは当然値を

下げてきますよね。私はある意味、非常にクオリティが高いような会

社だと印象を持ったのですけれども。これからどうやっていくのです

か。 

 

 やはりこういう指定管理、契約の長いもの、あとは、民間会社は値

引きとかそういうのがありますけれども、一応年度契約とはなってい

ますけれども、大きな失敗がなければ継続できていきますので、そう

いう方面に力を入れ、プラスこういう官庁関係の物件入札でなんとか

死守しているっていう現状ですね。 

 

 そうですか。東京北区のスポーツトレーニングセンター、これは、

貴社にとってどういう存在ですか。 

 

 そうですね。でも、あそこは赤字です。 

 

 赤字ですか。 

 

 やはり、看板物件っていうのは、例えばうちはこういうスポーツを

いっぱいやっていますんで、スポーツのイメージをよくしていくため

に、看板物件っていうのは守らなくてはいけないとこがありまして、

代々木の競技場と国立科学スポーツセンターっていうのは、やっぱり

うちの看板物件ですので、そこで大きな赤字を出しているから利益が

悪いのですね。どうしてもオリンピックを見据えて、そこは手放せな

いという現状があります。 

 

 発注者のほうも、わかっていると思いますよね。 

 

 わかっているので、それなりの予算をつけても、結局競争になっち

ゃうので、予算があるのだけれども、値段が下がっちゃうのです。例

えば、○○市さんは最低価格っていうのを設けますけれども、ほとん

どが最低価格でみんな入れまして、くじ引きです。 
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会長 

 

 

 

○○委員 
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○○委員 
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会長 

 

会長 

 

 

株式会社協栄 

 

 

会長 

 

株式会社協栄 

 

株式会社協栄 

 

 くじ引き。じゃあ、質の選定は、やらないのですか。サービスの質

についての。 

 

 そうなると、やり逃げ的なところが出てきちゃいますよね。先ほど

ちょっと愛着って言葉を出しましたけれども、業務に愛着を持たなく

なっちゃいますよね。それは、官庁型が許されているのかなっていう

ようなところがありますよね。特に清掃が多いのですけれども。掃除

っていうのは、はっきり言って毎日やらなくても 1日くらいやらなく

ても、そんなわかんなかったりする。でも、それをするかしないかっ

ていうのが会社の姿勢ですけれども、安く取る会社はそうやって人を

省いていきます。 

 

 省いてね。それから、○○委員は財務系の専門家ですけれども、意

見が一致しまして、無借金経営だってことは、びっくりしたのですけ

れども。 

 

 そうですね。 

 

 ありがとうございます。 

 

 これだと、銀行に嫌われますね。 

 

 そうですね。 

 

 そうでしょうね。 

 

 それから、○○さんは、最初に説明ありましたが、たくさん資格を

持っておられる。生え抜きの方ですか。 

 

 ○○は生え抜きです。アルバイトで、ずっと勤めておりまして、社

員になりました。 

 

 それで、もう任せて大丈夫だと。 

 

 はい。プール経験だけですと 20年以上だよね。 

 

 はい、そうです。 
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会長 

 

 

 

株式会社協栄 

 

会長 

 

株式会社協栄 

 

 

 

会長 

 

株式会社協栄 

 

 

 

会長 

 

 

株式会社協栄 

 

 

 

 

会長 

 

○○委員 

 

 

 ○○は、20年以上の経験を持っております。○○はもっと資格を持

っています。 

 

 プールの。 

 

 はい。 

 

 それで、もう一つお聞きしたいのですけれども、契約期間が夏だけ

ですよね。それで、もちろんそれに応じて人件費が計上されています

けれども、お二方の年収はどれぐらいですか。 

 

 余りよくないです。 

 

 そんな有能な人にそんな処遇でいいのですか。 

 

 済みません、この業界は、給料が安いので。 

このビルメンテナンス業界というのは、本当に年収が安い業界で有

名です。特に賞与が少ないです。 

 

 そうなのですか。 

 

 はい。賞与がよければ年収が良いのでしょうけれども、賞与があま

り期待されるような。要は売り上げをつくるような商売ではありませ

んので。1年間の売り上げが決まってしまう商売ですので。 

 

 ただ、事業としてはなくなりませんよね。絶対必要な仕事ですよね。

何が環境を変えているのですかね。 

 

 やはり、競争だと思います。せっかく発注者側で予算をつけていた

だいても、入札という競争によって、予算を下回る価格でとるという。

それこそ内訳書出すって言われたときに、最低賃金を割るような内訳

になってしまうような内訳もあると思います。 

 

 ○○委員は、そちらのほうの専門家なのですけれども。どうぞ。 

 

 収支計算書の中の様式3-2の、この人件費の内訳書ございますよね。

これの中で常勤職員の方と臨時職員があって、常勤職員の方っていう
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○○委員 

 

株式会社協栄 

 

 

 

 

○○委員 

 

株式会社協栄 

 

○○委員 

 

株式会社協栄 

 

○○委員 

 

会長 

 

○○委員 

 

 

 

 

 

 

のはほかの仕事もやられている中で、白井市民プールの部分だけの割

合を入れているというわけですか。 

 

 そうです。シーズン中は全部 100％載っておりますが、それ以外の

ときも、やはり管理は発生していきますので、それを割り振って載せ

ております。 

 

 この常勤職員の人数って、大体どのぐらいなのですか。 

 

 8月 15日現在、社員が全社で○人。千葉支店は、内○人です。パー

トさんは○人。千葉支店は○人です。 

 

 市民プールのこの部分だけだと、常勤で何人ぐらいいるのですか。 

 

 この算出したものですと、月によって変わるのですけれども、例え

ば 4月は○名としていますが、ただ、○名でも、4月は、100％市民プ

ールにかかわっているわけじゃないので、その○名は 50％、○名は

15％というような形で算出させていただきました。 

 

 平均すると○名ぐらいですか。○名かな。 

 

 夏場は増えるのですけれども、平均すると○名ですね。 

 

 社会保険料、法定福利費なんかも、その割合で入れているのですね。 

 

 はい、それで出させていただきました。 

 

 ありがとうございました。 

 

 何か○○委員からもございますか。 

 

 今の安全に管理していただいているということが、一番何よりだと

感じているのですが、今年の場合ですと、うちのプールの大きさだっ

たら目の届く範囲だと思うのですが、サマーランドでちょっと考えら

れないような事件があって、そういったときに、緊急時の対応ないし

は、そういった事件を受けて、新たに研修で対応したような部分が今

回あったか、なかったか、それだけ教えていただけますか。 
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会長 

 

 

株式会社協栄 

 

 

会長 

 

 

 

株式会社協栄 

 

 

会長 

 

 

 

株式会社協栄 

 

 

 研修はしました。資料もすぐに入手したのだよね。 

 

 資料も入手して、私どもが管理している各施設にすぐに送りまし

て、各現場によって、従業員一人一人がその対策だとか今後の処置だ

とか、そういうものを行う指示して、すぐに現場の就業時ミーティン

グで確認して、実施するようにいたしました。 

 

 あとは、違う社員が、実際にその後どうなっているのか見に行きま

して、体制も確認してきました。 

 

 そういう特異な例が出たときには、他山の石ということで、きちん

と自分のところにフィードバックして、対応を練っていただいたとい

うことですね。ありがとうございます。 

 

 本社に専門部署がありまして、そういうことがありますと、必ずメ

ールで配信されてきて、全部回るようにして、それで日々のミーティ

ングに反映させております。 

 

 会社として、資本金○万円ですが、将来上場というのは社内で議論

されていないのですか。 

 

 ○円以上にしようとかいう話も出ていたのですが、とりあえずやめ

たと聞いております。中小企業のままでいようと。 

 

 先ほどおっしゃっていた人手、人材の確保について、現状では、貴

社は知る人ぞ知るかもしれないけれども、あまり人は欲しくないので

すか。 

 

 我々働く側から見ると、大手のブランドのほうがいいのですが、経

営者は、増資はしないという結論を出しています。 

 

 どうもありがとうございました。 

 ほかに特にないでしょうか。それでは、どうもありがとうございま

す。 

  

どうもありがとうございました。 

 

（中断 申請団体退場） 
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事務局 

 

 

○○委員 

 

  

それではお手元に結果の一覧表を配付させていただきました。 

 資料をご覧いただきたいのですが、（15）の部分になりますけれど

も、1人5点以上で 30点未満が失格ということになっていますけれど、

こちらについては 50点ということでしたので、合格となります。 

また、サービス等の評価点数については、1 人 145 点満点で、こちら

450 点以上を取っていることが条件になっていますが、699 点という

ことで、こちらについても合格となっております。 

総評価点数の合計が 758.8 点。966 点満点中、758.8 点ということ

になりますので、この株式会社 協栄 千葉支店を指定管理者の候補

者として選定するということで、結果が出たところです。 

 それでは、今までと同じように、この団体の良かった点について、

委員の皆さんからコメントをいただきたいと思っております。 

 

 それでは、指定管理者の候補者の選定についての審査結果から、よ

かった点について意見を出していただきたいと思います。 

 どうぞ、どなたでも結構です。順不同で結構です。 

 

 過去 1度も事故なく、安心して任せられる施設であることですね。 

 

 安心して任せられる、そうですね。 

 私は、やはり、この事業に対する会社の姿勢っていうのが、非常に

謙虚で、かつ責任感を持って取り組もうとしているという姿勢を感じ

ましたね。別な言葉で言えば、行政ともきちんと話し合いながら、行

政のほうもちゃんと満足してくれるように取り組んでいるって、そう

いうところがあるのかなと思いました。2番目のポイントですね。 

 

 あと、○○委員さん、何かご意見はないですか。これは日よけ、と

いうのもそうですよね。 

 

 利用者のニーズを捉えて、具体的な対処の向上に努めていることで

すね。 

 

 あとは聞いていて思ったのは、市内の人を雇用していますよね、市

内在住の人をなるべく雇用しています。 

 

 やはり、いろいろ考えてやっているって感じですよね。通り一遍じ

ゃなくて、ちゃんと考えてやっている。 
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○○委員 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 では、この実績の部分と、市などとうまくやっているということと、

あと会社に対しての姿勢の部分と、利用者のニーズをうまく捉えてい

るということと、市内の雇用。どれが一番優先されますか。 

 

 1 番は、ある意味で絶対必要ですよね。だけれども、どうなのだろ

うね。1番は、わかりやすくて、しかもなるほどそうですってなって。

あと、この会社の財務内容とか、そういうことはいいのですか。 

 

 許可のところに触れているわけではないので、この指定管理者の良

いところっていうところなので。財務内容がいいっていうのは、もち

ろん良いことなのですけれども。 

どうしましょうか、利用者のニーズとどっちが、上の方がいいかな

と思っていまして。 

 

 利用者のニーズにしたほうがいいかなと思います。 

 

 一番上のほうがいいですよね。じゃあこういう順番で、こちらのほ

うでつくらせていただいて、答申ということで、次回も会議にまた案

という形で出していただきたいと思います。 

 

 はい、お願いします。 

 

 では、議題 1については、以上でまとめて作成します。 

 生涯学習課の皆さんは、ここで退席となります。 

 

 ありがとうございました。 

 

 どうもお疲れさまです。 

 

 それでは、続きまして、議題 2ということで、前回の学習等供用施

設の指定管理者の候補者の選定結果（答申案）の決定についてご議論

をいただきたいと思います。資料については、資料 2です。お手元の

資料 2をごらんください。 

 資料 2、1ページ目、2ページ目については、基本的には点数を入れ

ているものでして、2 ページ目、この答申（案）については、少し内

容をまぎらわしくないように修正をさせていきたいなと思っており

ます。 
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皆様にご議論いただきたいのが、3ページ目の指定管理者の候補者、

冨士センター運営協議会ということで、総評価点数 519点ということ

で、主な選定理由について、三つほど記載をさせていただきました。  

この三つの内容がこの内容で良いかということについてと、あと、

本日皆様にお配りさせていただきましたものについては、前回の審査

会で雇用保険の関係とかですね、社会保険、雇用保険の関係の数字が

おかしいのではないかということで、修正ということで出させていた

だいたものがございます。そちらについて、皆様にご意見をいただけ

ればと思っています。 

 では、最初に、本日お配りしましたこの資料をごらんください。こ

ちらのほう特に問題がなければ、このような形で差し替えという形を

図りたいと思いますが、ご意見いただければと思います。 

 

 前のものが少しわからないのだけれども、結局、この年収入は増え

ていますか。この部分が。 

 

 ここは、増えていると。 

 

 若干増えているのですか。 

総額と、人件費は、変わってないですよね。ちょっと増えています

ね、10 万円位ね。このトータルは変わらないのだ。96 万 6,000 円が

52万円ですものね。 

 

 30万円分がどこかへ消えちゃっていますね。 

 

 10 万円位は、増えてくるね。53 万が 90 万円。83 万 3,000 円が 53

万でしょう。30万円増えていて、こっちが何で減っているのかな。 

 

 それでは、また確認して、○○委員に少し見ていただくということ

で。 

 

 ここで人件費が変わんないのだったら、保険料が多かったから、給

与に繰り入れていると思うのですけれども、ちょっと金額が難しいの

ではないかな。 

 

 では、また、後日内容を見てもらうこととします。事務局でも調べ

てみます。この資料は、本日提出された資料なので、事務局でチェッ

クできていなかったところですので、事務局でチェックして次にお示
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会長 

 

 

○○委員 
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しします。 

 

 では、この件に関しては、○○委員に一任して、事務局と相談の上

決めてください。よろしくお願いします。 

 

 では、改めまして、先ほどの資料 2の主な選定理由として三つほど

挙げさせていただきました。 

 1つ目が、説明やプレゼンテーションが非常にわかりやすく、また、

事業計画書における自主事業が充実かつ工夫されていることから、自

主事業の充実が期待できること。 

 2 番目が、地域を元気にしたいという地域住民ならではの思いを強

く感じられること。 

 3 番目は、事業計画は、地域とのかかわり、結びつきや世代間の交

流を強く意識した事業計画となっており、事業を通じた地域や世代間

の連携が期待できることということで、3 点ほど挙げさせていただき

ました。 

 これについて、内容のご審議をいただきたいと思います。どうです

か。 

 

 特に変更する点が見当たらないのですけれども、私はこれでいいの

ではないかと、私個人は。○○委員は、どうですか。 

 

 まとめとしては、不在だったのですが異存ございません。 

 

 特に問題がなければ、このような形で、学習等供用施設の指定管理

者の候補者の選定ということで答申させていただきます。 

 先ほどの事前に見ていただいたものについては、少し資料を直した

上で、その後に答申という形でやらせていただきたいと思います。 

 議題 2については、以上となります。続きまして、議題 3について

ご説明をさせていただきます。 

 議題 3については、資料 1の真ん中から下よりですが、指定管理者

選定審査会からの提言についてというものが該当します。 

ここの提言というのが何かといいますと、こちらの指定管理者選定

審査会の関連する事務として、一つ目が、市長の諮問に応じ指定管理

者の候補者の選定及び指定管理者の指定の取り消しについて審査す

ること。今、プールとかをやっていただいたものになりますが、答申

という形で答申しています。もう一つは、指定管理者による公の施設

の管理について、市長に意見を述べることというのを提言と位置づけ
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会長 

 

 

ています。 

 答申については、市長の諮問という形で今回出されていますので、

答申をしていただくところですが、提言については、必要に応じてと

いう形で、市長に意見を述べていただくということになっています。

今回、この黒ポチでやっていますけれども、この 6つの意見について

は、審査の中で皆さんから寄せられた意見を主にこちらのほうで分類

したものです。 

この分類の中なのですが、内容として公の施設の管理について直接

該当するものというのは、特にこちらのほうでは把握していなかった

のですが、意見としては、公の施設の管理に関係することとして、一

つ目が、○○委員から出ていたと思いますけれども、市が定めている

指定管理者の仕様や設計書の基準を見直して、指定管理料の削減を目

指すことというようなことと、あと、地域や多世代の住民と公民館、

コミュニティ施設の連携に関することというのが、それに関係してき

ていることかなというようなお話がありました。あと、評価方法につ

いてですね。こちら○○委員から出ていましたけれども、新規に設立

されたばかりの団体の評価というのは、そもそも難しいですよねって

いう話がありました。もう一つ、審査資料について、先ほどのお話に

もありましたけれども、法人税、確定申告書の写しとして添付する書

類については、少し見直しが必要だよねというようなことがありまし

た。 

もう一つが、その他になりますけれども、○○委員から出ていまし

たが、指定管理者を希望する団体を規制する機会の必要性に関するこ

とというのが、今後の課題だという話が出ていました。 

 これについては、それぞれ重要な意見ですので、事務局のほうでも

この内容については、今後取り組みたいと思っていますし、実際来年

度に改善できるものについては、改善していく予定です。その状況で、

この中で、先ほど必要に応じて市長に意見を述べることということで

提言という形でありましたけれども、事務局としては、わざわざ提言

しなくてもいいのかなというに思っているところもあります。 

事務局で実際に改善できるのであれば、そこについては問題ないの

かなとは思っていますが、皆様にご意見として伺いたいと思いまして

議題とさせていただいたところです。 

 以上です。 

 

 今、事務局から説明がありました議題 3につきまして、去年は、提

言 1、審査方法について。提言 2、指定期間について。提言 3、審査基

準の見直しについて。提言 4、労働条件審査の導入について。という
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ことで、提言を申し上げたわけですけれども、果たして今年はどうす

るかということについての議論をこれから始めたいと思います。 

 どうぞ、いろんなご議論から始めたいと思いますので、お気づきに

なった点から意見を出していただければと思います。いかがでしょう

か。 

 

 添付する書類とかは、別に事務局でどうにかしようと思えばできる

ってことですよね。 

 

 おっしゃるとおりで、事務局でできる修正、変更については、わざ

わざ市長に提言しなくても、事務手続きの話ですから、それはすぐに

直せます。 

ですから、提言いただく内容は、今後、課題として残っていたもの、

例えば 28 年度でいいますと、白井駅前センターは、新しく地域の住

民が初めて手を上げてきたということが今回起きたということです

よね。そういう中で、現行の審査方法では、そういう思いを審査する

項目がないのですよね。ですから今後、やはり地域のことは地域で管

理するのだと、そういうようなことと、意思のある団体に対して、ど

うそれを認めて競争の中でやっていくかっていうことは、新しくでき

た課題ですので、提言するかどうかですよね。 

これはすぐに解決する問題じゃありませんけれども、こういうふう

に地域の人たちが、自分たちの施設は自分たちでやりたいのだってい

うことの思いをどこかで救ってあげないと、今の審査基準の中では、

なかなかそこが競争に勝てないという状態が起きてきます。それを今

後どうやって取り扱うべきなのか、どう考えていけるのかは、今年初

めて出てきた問題です。 

これも含めて、やはりああいう団体を従来どおりに取り扱うべきな

のか、それとも今後は、そういう団体に対しての違った視点での評価

をすべきか、ということについても議論もお願いしたいと思っていま

す。 

 

 団体の育成っていう観点じゃなくて、例えば地元企業の育成とか、

地域住民の雇用の確保、促進とか、そういう観点からの評価のほうが

いいのかなと思いましたけれども。 

 

 なるほど。 

 

 指定管理者をやっていきますと、募集しても、今の実績ですと、大
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体 1団体しか来てないのですよね。ほとんど既存の団体です。新しい

団体が入ってきても、それをなかなか救ってあげるような内容でない

ので、それを絡めてご意見等いただければと思うのだけれども。今お

っしゃったようにそういう地元の雇用の関係がありますよね。どう扱

うかですよね。 

 

 趣旨はわかるけれども、あんまりそれにこだわると、サービスの質

を犠牲にするとかね。言ってみれば 3年なり 5年間の事業をちゃんと

やってくれるのかという心配はありますよね。 

地元優遇みたいな形ばかり言ってしまうとね。だからそこの兼ね合

いをどうするかというと、○○委員がおっしゃったように地域雇用っ

ていうのかな、地元の人を、今日の協栄さんみたいに地元をどれぐら

い配慮しているのだということがいいのかなと思います。 

 

 そのほか委託業者の選定なんかもそうですかね、修繕の業者などを

地元企業にするとか、高ければちょっと問題ですけれどもね。そうい

うのも必要かな。 

 

 事業費の地元還元割合みたいな。 

 

 地元優先したい場合、選定規程の中にも、それ優先ってうたっちゃ

えばそれで済んじゃう。済んじゃうってあれですけれどもね。そうい

う方法もなきにしもあらず、ですけれども。実際の実質が伴うかどう

かですよね。 

 

 指定管理者制度の目標というものは、やはりサービスの向上と、そ

れに伴って経費の削減。これが大前提ですよ。これは、やっぱり外す

わけにはいきませんから、その中で地元というか、意欲のある人たち

をどう扱うかですよね。 

 

 やはり、全く経験がない人たちに任せるだけの私たちもそんな自信

ありません。その人たちに点数をつけていくっていうのは難しいと思

うのですよね。だから、たまたま今回は冨士センターがそういう形で

やっていたので、冨士センターはうまく何とか自分たちで経験してっ

ていうのがあるのですけれども。ただ、それをどうっていわれるとね。

すぐ新規参入といわれて、はい、じゃあ地域の方たちですから応援し

ましょうっていうことではなくて、何ですかね、もうちょっとなんと

か。経験、いつも同じことしか言えない、よくわからないから。 
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 やはり、気持ちはわかるのだけれども、本当に任せられるだろうか、

本当にできるのだろうかというのが、あります。実際に、人が集まる

のですかって言ったら、こういう人がいますっていうような話で止ま

っていたと思うのです。 

具体的に人々を、この人はこういう業務ができるから大丈夫ですと

いう体制を組んだところまでの説明が、きちんと資料なり何なりで裏

づけがないと、こちらも、そこまでの体制が組めるのだったらってい

うところに行かないのだと思います。 

実績ができてからという話には、ならないとすれば、やっぱり申請

を上げる時点では、ある程度の体制に裏づけられた人員配置とか、そ

こまで突っ込んだ形での書類をつけて、絶対受けてもできますってと

ころを、私らに納得させるだけの資料を上げてもらわないと、こっち

が評価できないのかなって気がします。 

アバウトで、こんな人もいます、こんな人もいます、手を上げれば

何十人集まりますと。本当に集まるのですかって疑問に思ったら、そ

こで話が終わっちゃう話なので。確かにとれたら集めるっていう話な

のかもしれないけれども、逆にこちらとすれば、これだけの人を集め

ることができましたので、エントリーしてきましたって形にしてもら

うような段取りにしないと、うまくかみ合っていかないのかなって気

はします。 

 

 そうですよね。 

 

 以前にも何団体か、桜台センターや複合センターに申請がありまし

たよね。でも、ああいう団体は、明らかに資料を見た段階で、これは

厳しいだろうなって。素人の私が見てもこれは厳しいだろうなってい

うのが、やっぱりはっきりわかったので、第一次審査だけという風に

なったのですが。何だろうね、地域に眠るその意欲をもうちょっとう

まく表に出してあげられないだろうかっていう。その方法が、じゃあ

何かって言われると私わからないのです。わからないのですけれど

も、本当は何かあったらいいのだろうなっていうのは思うのです。 

 

 今の項目でも組織とかその体制とかっていう話で、書けば書けるの

ですよね。項目としてはあるのだけれども、新規のそういった団体と

比較したときに、実績のあるところはその裏付けがあるから、その言

葉をそのまま受けられるのだけれども、新規に組織がつくられたとこ

ろは、ただ言葉で書かれても、その裏付けになるものに対しての確証
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が、こちらが持てないというのが一番の問題なのかなって思います。 

 

 人を集めていろいろつくんなきゃいけない。ということだったら、

市役所がコーディネータとして、つくっていくって方法も一つかなと

思いますけれどもね。 

 

 冨士センターみたいに、ああいうふうにモデル的にやっていって業

務範囲を拡大していって、指定管理者に育成するってこともあるので

すが、白井駅前センターみたいに、それがなくてやっているわけです

よね。だから、その辺のある程度一定のルールがあったほうがいいの

かなっていうのはあると思いますけれどもね。 

 

 例えば、ＮＰО法人っていうのは、申請中というところではなくて、

やはり設立後 5年以上とか、例えばそういう一つの、やっぱり条件を

設けたほうがいいような感じがします。 

 誰でもいいという訳にはいきませんよね。だから 5 年がいいのか 3

年がいいのか、やっぱりその中に実績があるはずですよね、最初はこ

うやりましたって。それを見て我々判断できるわけだから。やりたい、

やりますっていうだけでは、ちょっとね。今、○○委員もおっしゃっ

たように。 

 

 市長への提言ですから、現状こういうような団体が手を上げてきた

と、これに対して今後、市としてどういうふうに対応すべきだってこ

とを提言したほうがいいと思うのですよね。  

○○委員が言ったように、まずは団体のほうでもしっかりと形をつ

くる。それで今できることは、○○委員が言ったように、地元雇用。

指定管理者もなるべく地元の人たちの雇用を多くするように、募集と

かなり、その辺に工夫してほしいってことは提案となりますね。 

全く何も提言がなくてもいいのですけれども、ただ、今年、初めて

できた事例が来ましたので、今後これをどうやって審査に生かしてい

くかっていうのも、やっぱり課題だと思います。 

1年で全てうまくいくとは思ってないのです。ただ今後、現状では、

新しい団体が入ってきてないのですよね。恐らく募集をかけたって、

新しい団体を、違う企業がくることは考えられないと思いますよ。そ

うなってくると、地元からそういう人たちが組織をつくって参入して

こなければ、裾野は広がっていかないと思うのですよね。 

 

 しろい光夢辿さんって、もともとコミュニティセンターを引き受け
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るきっかけとなったのは、どういう経緯でしたか。 

 

 白井コミセンの建設の検討委員会の委員として、以前の代表の○○

さんが入っていました。その中で、メンバーからの管理の提言の中に、

地元の人たちに管理をした方が良いという意見を、建設検討委員会か

らもらったのです。 

そのような意見をもらいましたので、当時、私が担当したのですけ

れども、地元で管理ができるような組織をつくってくれませんかって

ことで、自治会長さんたちに説明は行ったのですが、なかなかそれが

できなくて。 

そこで、たまたま○○さんが、自分が中心になって地元の人たちを

メンバーとして、そういうＮＰОをつくりますってことで手を上げて

くれたのです。 

初めは、地元の自治会長を巻き込んでＮＰОをつくろうと思ったの

ですけれども、なかなかＮＰОにはならなかったですね。それで、企

業体同士の合同会社をつくったのです。 

 誰かが発起人になってくれて、中心になってくれる人がいれば、そ

ういう形態になれるのですよね。あれは本当に地元との協働ですよ

ね。ああいう形が、本来地元で、ある程度そういうメンバーで施設を

賄えることが一番の理想ですよね。だから、今回だけで終わりじゃな

いのですけれども、これからも新しい人たちに手を上げてもらうため

には、そういう人たちにもその環境をつくってあげないと、なかなか

新規のメンバーっていうのが入っていけないのではないかなと。 

 あとは、その中に一つあるのは、指定管理者の仕様書の見直しです

よね。これ○○委員がよく言っているように、自動ドアの点検を市で

は 4回と思っていたのが、実際は、法律ではそうじゃないってことも

ありますんで、ここが経費の削減の観点から、もう一度仕様書につい

ては、法律の上限はありますけれども、それを最低限ある程度クリア

できるような仕様書の見直しということは事務局でします。 

ただ、それ以外で、何か一つ、今年度起きたことで新しい課題とい

うのも、白井のほうにこういう問題があるので、今後検討っていうこ

とで入れてもいいのかなと思うのです。いや、何もないのであれば、

なくても良いのです。 

 

 では、この議題 3について、そろそろ結論を出しましょうか。審査

会として提言を行う必要があるか。去年の懸案は、解決していますか

らね。その他に何かありますか。 
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 問題提起だけでもいいと思います。こういう問題が今回審査をやっ

ていて感じたと。今後も新しい団体を育成するためには、そういうこ

とも検討が必要とかあれば、ですね。 

 

 基本的には、地元の応募者を育成していくという観点から、ある程

度、それについて審査会としても前向きに考えていきたい。ただし、

条件がありますよと。その場合実績ですよね。 

組織を含めた実績が、過去最低 3年程度の実績があれば、前向きに

評価できるのではないかと。それと、その実績の中身で、○○委員が

おっしゃったようにやっぱり地元の雇用、あるいは地元の業者に対す

る事業の発注率ですかね、還元率っていうのですかね。 

支出額に占める地元に対する比率みたいなところを、やはりきちん

と説明できるだけの内容を持ったものにしていただくということが

あればね、いいのではないか。 

 ただ、そうは言っても、もう少し審査、指定管理者そのものについ

てのいわゆる市民の理解を深めてもらうためのＰＲとかが必要です

ね。私も正直言って、この仕事に就くまでよくわからなかったのだけ

れども。やっぱり指定管理者そのものが、今、行政とどういうかかわ

りを持っているのかとか、そういうことをきちんと行政でＰＲしてい

く必要があるのではないか。 

おっしゃったように、志のある方はぜひ市と、あるいは市民ととも

に白井市の発展のために貢献しませんかとか、そういう呼びかけ文み

たいなものをやはり発していかないと、「えっ、そんなのがあったの」

って感じかもしれないですよね。 

だからやっぱり、指定管理者制度は、宣伝不足もちょっとあるのだ

ろうかなと思って。それは、もちろん見ればちゃんと書いてあります

よ。書いてあるのだけれども、何かその辺でないですかね、指定管理

者制度について改めて市の広報にきちんと書いていくとかね。 

 

 形ができてからドンと出てくるのですよね、役所さんの仕事は。そ

の前に説明会っていうのですかね、ざっくばらんに、例えば経営者に

なりませんかとかですね、そういうセミナーをちょっと打っていく

と。やっぱり興味ある方は出てくると思うね。そういう、こういうも

のもありますよっていう、今おっしゃられたように、説明会なんかっ

ていうのがおもしろいのかなという気がしますね。 

 

 今の話を聞いて、自治体が公募をかけても 1者しかいないというく

だりになりますよね。それに対しては課題として、指定管理者そのも
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のの制度の浸透が薄いってことですよね。ですからもう少し、指定管

理者制度そのものを広く市民や事業者にアピールするということな

のですよね。その部分はやっぱり今後の課題ですよね。実際集まらな

いのですから。もっと広くいろんな人たちに、これから手を上げる人

たちにも周知徹底を図るというのが、大きな課題ですよね。そういう

内容を少し書いたほうがいいですね。 

 

 そうですね。 

 あと、応募するときのバリアっていうのは、高くないのですか、こ

れどうなのでしょうかね。このいろいろ、もちろんこれをちゃんと読

んだ上で、申請書類をつくっていくわけですけれども。その辺が、バ

リアとなっているのでしょうか。 

 

 高いと思います。初めてやる人たちには、これだけの資料をつくる

のは、非常に大変な作業です。 

 

 大変なのですよね。 

  

例えば、いろんな業務委託にしたって、単価がわからないって部分

があるじゃないですか。一体どのくらいやらなくちゃいけないってい

う仕様書だけではなかなか理解がいかない。それと、賃金と保険の支

払いというのは、重要です。なかなか 1カ月間の期間があるのですけ

れども、新しくやるには準備っていうのは結構かかります。ただそれ

がないと審査ができませんからね。 

 

 それは最低条件なのだけれども、あんまりバリアが高すぎると、そ

れを越えられないから。何かそこの辺ではどうですか。 

 

 資料をつくれなかったら事業はできないですよね。確かにこの資料

大変なのだけれども、でも、この内容を全部把握している人でないと、

事業は任せられないのですよね。 

 

 はい。人の管理もできないし、事業もそうですね。 

 

 自主事業もそうだけれども、金銭的な給料だとか、経営のほうもね。

そこまでちゃんとわかってないと、事業者としては合格させられない

のですよね。そうすると、今現在、地域で起業している人、実際にや

って、ちゃんと全ての人を雇うってことに対するノウハウを知ってい
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て、それに加えてそういうことに関心のある人たちがやると、いうの

が多いのかな。ポンと答えはすぐには出ないと思うのですけれども。 

 

 何らかの活動とか、違うジャンルでもいいでしょうけれども、そう

いう経験とかをやっぱりある程度ないと、その後に、急にやったとき

に難しい部分がありますね。 

 

 そうですね。広報しろいに、ちゃんと行政と指定管理者の内容とか、

指定管理者が具体的にどういう活躍じゃないけれども、皆さんのお役

に立っているかとかそういうことも。 

 

 今の話を整理しますけれども、情報をもう少し流す。指定管理者制

度のそのものの周知の徹底を図って、参入者を増やす努力をする。そ

れともう一つは、地元の経済効果に貢献できるような雇用というのも

ある程度考えていくと。それの二つで整理していいですかね。 

 

 指定管理はもうからないとかって思っている人って、いっぱいいる

のですかね。 

 

 ほとんど人件費ですから、人件費もそれなりにちゃんとお支払いし

ている。当然、県の最低賃金以上に払っていますから、いいと思って

いるのですけれども。何が入って来られない理由かがわからない。で

もこれは、総務省が何年に 1回調べているのですよ。でも、どこでも

やっぱり同じような意見で、もう形骸化しているのが現実なのですよ

ね。なかなか新規で入ってくる団体が少ないと。 

 

 商売としては、うま味のない商売ですよね。僕は指定管理者の審査

委員の話が来たときに、何で市役所がやらずに、指定管理者業者を選

んでさせるの、市役所の職員の給料が高くて、民間に投げたほうが安

くあがるからでしょうという感覚だったのですよ。 

だから、うま味のない商売だと思うのですよ、これはね。そんな感

じしませんか。だって市がやっていたのを投げるってことだからね。

だから決して大きくなんかなりませんよね。今の団体さん、これはビ

ル管理がメインですから、こういうのにも手を出せるのでしょうけれ

ども、そうでなかったら、ちょっとできませんよね。 

 市の業者で、会社経営や何かをやってらっしゃる企業いっぱいあり

ますよね。いわゆる中小企業、中小じゃなくてね、零細企業なのです

よ。こんなに難しいのをつくれるわけがないですから。世の中に絶対
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というのは、ないのでしょうけれども、まず不可能ですよ。僕のお客

さんで、こういう書類をつくれる会社ないですよ、はっきり言って。

ありません。だから、新規に出てくるのは難しいですよね。と思いま

す。 

 

 人件費については、当時の直営のときの職員の人件費を見て、ある

程度の数値を出しているのですよ。だから、そんなに極端に非正規職

員と人件費が下がるとは思ってないのです。当然それは、そんなに職

員と差があってはいけませんので。 

ただ、いろんな提案を見ていますと、当時職員 3人でやっていた分

が、5 人とか 6 人って結構多くやっていますよね。いろんな人を雇用

しながら配分しています。それで、サービスの質を確保しているので

すよね。事務の配分を増やしています。そういうのもありますけれど

も、やっぱり何でしょうかね。 

 

 やっぱり長い目で見て、少子高齢化で人手不足でしょう。もう自由

に外国人労働者を入れようって話が本格派してきているぐらいだか

ら。要するに人手不足は、これからどんどん進む。 

ただ一方で、そういう仕事、ニーズはあるわけですよね。それをどう

やって埋めていくかってことなのだけれどもね。だから、やっぱりも

う少し指定管理者の仕事をきちんと説明していくしかないのではな

いですかね。 

 

 制度そのものを。 

 

 制度そのものを、具体的に市の例として、あるいは、だから、広報

しろいも 1回きりじゃなくて、連載でずっとこうやっていって。市と

して、指定管理者に対して積極的に取り組んでいるのだなと、市民に

思わせていくしかないと思う。そういうことで、ぜひ広報宣伝活動き

ちんとやっていただいて。それと文書作成なんかも、これ、指導する

ところがないとね。 

 

 それは市だね。 

 

 市ですね。逆に、そこまで踏み込んで説明されればいいと思うので

すよ。申請については、複雑にわたりますので、担当課が丁寧に説明

いたしますとか、ご相談に乗りますとか。他団体の申請書類は、よそ

に見せてはいけないのでしょう。これは、すばらしい例であるとか。 
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 公開されたものを見るときには黒塗りです、ほとんど。 

 

 いずれにしても、もっと宣伝をきちんとやって、事業内容を説明し

て、市としても、審査委員会が言ったからじゃなくて、市そのものが

これからの長い目で見て、行政のあり方も考えてやっていって、そう

いうことについて。 

 

 わかりました。指定管そのものの普及なり、市民の理解を得て、新

しい人を育成するのだったらそれなりの支援ですね。この辺がやっぱ

り必要だと。 

 

 白井市が中心となって。 

 

 そう。 

 

 新しい指定管理者を育成していく、そういう姿勢をぜひ打ち出して

いただければと思います。 

 

 大変なことだと思いますよね、実際に。 

 

 もう直営には戻れませんからね。今の全体の正規職員数で、今の施

設を全部管理するのは不可能ですから、やはり指定管理者にお願いす

る必要がある。そのときには、サービスの質をどうやって。競争しな

ければいけない世界ですから。同じ団体でずっとやっていていいかっ

ていうことはないですからね。どこかで変化を生まなくちゃいけませ

んので、そういう意味では、競争相手がいっぱいいたほうが、いいサ

ービス展開ができますので。 

 

 確かにそうなのですけれどもね、決まったほうとしては、結局 3年、

5 年っていうあれで切られて、もしもっていうことになると、そのた

めにあれだけ頑張ったけれども、結局 3年で終わっちゃったってこと

にもなっちゃうよね。そこら辺がどうなのかなと思う。でも、しょう

がないよね。何か難しいですよね。 

 

 この申請書類なんていうのは、情報公開されないようになっている

のですか。 
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 請求があれば公開しています。 

 

 公開しています。ただ、公開はしていますが、数字とかについては、

経営にかかわる部分は消えているものもあります。 

 

 データでもあったら、コピペすればすぐ使えるじゃない。 

 

 公民館とかそういうところもあるようです。 

 

 そうですね。 

 

 それでは、時間もまいりましたので、次の会議の予定に進みましょ

う。 

 

 今言われたことを少し整理しまして、提案をさせていただきます。 

 

 それでは、次 10月の日程について教えてください。 

 

 議題 4、今後のスケジュールとして、ご説明させていただきます。

10月 24日、13時半から。内容としては、本日行われました市民プー

ルの指定管理者候補者の答申案についてということと、あと、先ほど

お話いただいたことを、提言という形にするかそうじゃないか、そこ

については、少しまとめて皆様にお示ししたいと思います。 

 あと、これについても来年度の方向性ということになるので、まだ

確定ではないのですけれども、この施設について、労働条件審査をや

るとかそういう話を少しできればなと思っております。まだこの時点

で確定しないので、こういうようなことで話を進めているという、途

中経過の報告という形になると思うのですが、来年度に向けてという

ことについてご説明できるかと思います。 

 こちらで以上となります。 

 

 どうもありがとうございました。 

 これをもって、第 5回審査会を終了させていただきます。 

 

 ありがとうございました。 

 

（終了 午後 3時 45分） 

 


